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11月4日の定例会では12人の会員が集まり、

今年行なった事業の反省会を行いました。 

事業の目的、内容、参加者の募集方法、フィー

ルド選びなど、それぞれの参加した事業について

良かった点、

反省すべき点

を書き出し、

来年度につな

げるように確

認しあいまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 来年の平成の森植林に向けて、けやき学園の皆

さんに苗木ポットを作ってもらい、どんぐりの里

親になっていただきました。 

 コンニャクの絞りかすから作られた生分解性の

苗木ポットと、けやき学園の皆さんがつくった紙

製の苗木ポットを使い、クヌギやミズナラなどの

どんぐりを植えました。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 来月の定例会は 1 月 9 日（水）に行ないます。 

1 月 26 日（土）、27 日（日）に行なわれる「紫

波冬まつり」にあわせて、紫波中央駅に飾る「夢

あかり」づくりを行ないます。ジャムやコーヒー

などの空き瓶に

ロウソクを入れ、

模様を描きます。 

空き瓶、ロウ

ソクもまだまだ

集めています。

ご協力お願いし

ます。 
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定例会の様子 
昨年度の夢あかり 

11 月 14 日（水）けやき学園 

苗木ポットづくりの様子 

みんなでつくった苗木ポット 
丈夫に育ちますように 
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 11 月に開催したエコスクールは、食用廃油を

使って作られている、粘土のようにやわらかい石

けんで自分だけの形をつくる、コネコネマイせっ

けんづくりです。 

 3 日間で近隣の小学生、中学生延べ 32 人が集

まり、楽しみながら、なぜ石けんを使うことが良

いことなのか、自分たちの使っている石けんはど

のようなものなのかということなどを話し合い、

知ってもらいました。 

 エコスクールは来月以降もテーマを変えて行な

う予定です。皆さんもぜひ遊びに来てください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月の予定 

13 日（木）、20 日（木） 

午後３時～５時 

クリスマスリース、お正月かざりづくり 

 

 ツルやダンボール

を使って、クリスマス

リースや、お正月かざ

りをつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月の予定 

10 日（木）、17 日（木）、24 日（木） 

午後１時～５時 

夢あかりづくり 

 

 1 月下旬に行なわれる

紫波冬まつりで紫波中央

駅に飾る、「夢あかり」づ

くりを行ないます。 

 

 

11 月 13 日、20 日、27 日（毎週木曜 15時～17 時） 

環境・循環 PR センター 参加者 延べ 32 人 

コネコネマイせっけんづくり 

みんな一緒にコネコネ！ 

ちょ～楽しい！ 

かわいい石けんができました 

PR センターに写真と、子どもたちが 

描いてくれた絵を展示しています 

昨年度の夢あかり 
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JA いわて中央農協しわ黒豚生産者の会会長の

熊谷明夫さんに、しわ黒豚を育てるこだわりやお

いしさ、栄養などについてお話をしていただきま

した。 

参加者の皆さんはしわ黒豚のしゃぶしゃぶや豚

汁を試食しながら、しわ黒豚の料理の仕方などを

聞きました。 

 名前は聞いたことがあるけれど、販売店が少な

く、あまりなじみのなかったしわ黒豚ですが、こ

れを機会に町民に広く知ってもらえるのではない

かと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

紫波みらい研究所の理事、あぐりちゃや代表な

どの多忙な日々を送りながら、地元・紫波町特産

の餅米ヒメノモチを飼料に使った「しわ牛」をブ

ランド化させた細川栄子さん。  

 受賞作「私の『牛飼い』人生」の執筆は「畜産

一筋の軌跡を見つめ直し、記録するいい機会にな

った」と語り、「将来は子どもたちが畜産を体験し、

命の大切さを学べるような公開牧場をつくりた

い」と夢を膨らませた。（毎日新聞掲載記事より抜

粋） 

 

 

 

 

 

参加者の感想（抜粋） 

Q あなたが今日気づいたことは？ 

・肉といってもいろいろあるのは知りつつ、黒豚

のお話は初めてでとてもよかったです。 

・黒豚がとてもおいしかった。これから塩、コシ

ョウだけの野菜炒めなど作ってみたい。 

Q 嬉しく思ったこと、満足したことは？ 

・豚についていろいろお話を聞き、こんなにすば

らしい栄養素を持っていることに感動した。 

・黒豚の飼育に精を出していらっしゃる熱意が伝

わるお話が聞けたこと。黒豚に対する新しい知

識がもらえたこと。 

Q 不満に思ったこと、悲しかったことは？ 

・紫波では黒豚を作っている農家が５軒だけ、後

継者がいるのは熊谷明夫さんのところだけとい

うことが残念に思います。 

Q その他 

・熊谷さんのお話、とてもわかりやすく、まだま

だ色々な話を聞きたいと思いました。 

・脂身が多いし、高価なので敬遠していましたが、

これからは時々は「しわ黒豚」を食べようと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  紫波町長に受賞を報告する細川栄子さん 

12 月 6 日（水）紫波中央駅北側待合施設 参加者 24 人 

しわ黒豚のしゃぶしゃぶを試食 

講師の熊谷明夫さん 
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向日葵の油を搾った 

5 月に種を蒔いたひまわりの苗 200 本を JR

紫波中央駅付近の空き地に植え、町民の方々に楽

しんで 戴
いただ

く積もりで、紫波みらい研究所と環境マ

イスター紫波の有志 10 名が 6 月 14 日早朝、植

え込みました。 

 8 月に入り、ぼちぼち咲き始めました。（種類は

ロシアン・サンフラワー） 

乗降客が立ち止まるのが見受けられました。そ

して花が終わり、実がなり、鳥が群がり、実の重

みで首がたれ、茶褐色になりました。 

10 月 3 日跡始末も兼ねて花冠の部分をとり、

茎を整理。実からは油が取れる、ということで実

を採り、乾燥、さらに唐箕
と う み

にかけ選別、搾油
さ く ゆ

の準

備が出来ました。 

 ところが何処に問い合わせても搾油していると

ころがありませんでした。農機具店、搾油機メー

カーなどに問い合わせ、さらに東北農業研究所に

相談しました。小型機器にかけるため、実を脱穀

して搾油することができました。さらに自宅で、

コーヒーフィルターを利用し、ようやく完成。ひ

まわりの色に似たきれいな油が出来ました。12

月雪の降る日でした。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロセスを整理すると、 

 

 ●5～6 月＝200 本―10 月―種 5kg―唐箕

4kg―脱穀 2kg―12 月搾油 350cc 

 

 推定するに 1 本 1.5～2.0cc くらいです。 

 油は多分最後は石鹸にでもしたいと思います。 

（19 年 ヒマワリ日記より） 

 以上は環境学習の練習でしたが、もう少し勉強

が必要のようです。 

御協力戴いた皆様に感謝いたします。 

 

環境・循環 PR センター冬季休業のお知らせ 

12 月 29 日（土）～1 月 3 日（木）の間、環境・循環 PR センター

は冬季休業とさせていただきます。 

ご了承ください。 

会員数 

個人会員 91 人 

個人会員 4 団体 

賛助会員 4 団体 

搾り取ったひまわり油 

ひまわり苗植えの様子 

8 月のひまわり 

記事：環境マイスター紫波 佐々木光春） 


